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１．はじめに 

わが国の航空交通における航空事故発生件数は，運

輸安全委員会１）が設置された 1974年以降，長期的に減

少傾向にある。しかし，短期的には近年の航空事故件数

について明確な減少傾向は確認できていない。 

本研究では，明確な減少傾向が確認できていない

1992 年から 2016 年までに視点を置く（図－１）。その

上でわが国における航空交通の更なる安全性向上のた

めに，航空事故発生時おいて重大事故が起こる要因を

特定することを目的とする。 

図－１ 航空事故発生件数推移 

２．既存研究の整理 

三和ら２）は，わが国の鉄道重大事故統計データを用

いて，適切な事故防止策を提案し，安全性を効率的に向

上した。 

一井ら３）は，斜面の地震被災の有無における地形の

影響度を検討した。盛土斜面の被災の有無に影響を及

ぼすものを仮定し，オーダードプロビットモデルを用

いて分析した。 

航空安全プログラム４）では，旅客，乗務員，地上職員

及び一般市民の安全の確保を第一義的な目的としてい

る。航空安全当局が民間航空の安全のために講ずべき

対策などを示し，安全運航に影響を及ぼす事態を未然

に防ぎ，安全の確保を図る。 

３．研究方法 

３．１ カイ２乗検定 

本研究では，機体，運行主体，事故類型，事故要因，

飛行状態により，航空事故の負傷事故の有無に影響を

及ぼすと仮定した。そこで，仮定を証明するためにカイ

２乗検定を行う。p 値が 0.05 以下となれば有意性があ

り，独立性があることがわかる。 

３．２ オーダードプロビットモデル 

分析方法としては，一井ら３）使用しているオーダー

ドプロビットモデルを利用し分析を行う。オーダード

プロビットモデルとは，被害程度を定量的に評価する

ことのできるモデルであり，説明変数に対する影響を

明らかにすることができる。本研究では，負傷者なし，

軽傷，重傷，死亡の４段階の変数を定義して，統計分野

で多用されているオーダードプロビットによる検討を

採用した。 

４．事故統計データの基礎集計 

 運輸安全委員会の航空事故統計データをまとめ，基

礎集計を行った。ただし，開くことができなかったデー

タや負傷状況が記載されていないような調査できなか

ったデータを除く。本稿では，図－２に航空事故の負傷

の有無に最も影響を及ぼすと推測した事故類型別の負

傷状況を示す。 

図－２ 事故類型別負傷状況 

 重大事故につながる変数は，機体動揺，火災，墜落，

衝突，その他の要因が推測できる。 

基礎集計とカイ２乗検定を行った結果，p値が良好と

なり，有意性が高く，独立性がある。そのため，それぞ

れの項目において負傷状況の有無に影響を及ぼすこと

が示唆された。従って，基礎集計での推測が正しいこと

を証明するためにオーダードプロビットモデルを用い

て航空事故リスク要因の特定を行う。 
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５．分析結果 

 オーダードプロビットモデルを用いた分析結果を表

－１に示す。 

表－１ モデル推定結果 

 

 表－１より，項目ごとに重大事故が起こりやすいと

される推定値が 0.9 以上の変数をまとめると，上からジ

ャイロプレーン，機体動揺，火災，墜落，衝突，その他，

人的要因，環境要因，不明，その他，飛行中となる。そ

の中でも運航主体に関しては，重大事故にあまり差が

ない。これらの考察を以下に示す。ただしその他と不明

と分別した変数を除く。 

 ジャイロプレーンは，国土交通省航空局５）より，回転

翼航空機に必要な耐空証明や操縦者の技術証明が必要

でないと定められている。そのため，操縦者の技量不足

のために重大事故につながると考えられる。 

 機体動揺は，乱気流や気流の変化などによる機体の

揺れに生じて起こる。搭乗中にシートベルトを着用し

ていない状態や旅客，乗務員の油断から重大事故につ

ながると考えられる。 

 墜落は，物理的な衝撃と急減圧などパニック状態に

陥りやすいことから，重大事故につながると考えられ

る。 

 衝突は，墜落と同様に物理的な衝撃により，重大事故

につながると考えられる。 

 火災は，墜落や衝突の後に起こることが多いため，重

大事故につながると考えられる。 

 人的要因は，長いフライトによる疲れや機長の操作

ミスによるヒューマンエラーにより重大事故につなが

ると考えられる。 

 環境要因は，乱気流や気流の変化によって起こるた

め，急減圧によって重大事故につながると考えられる。 

 飛行中に最も多い事故類型としては墜落であった。

事故類型別に見て，最も重大事故につながるものは，墜

落であるため，飛行状態で最も重大事故につながる変

数は飛行中であると考えられる。 

６．おわりに 

 本研究では，機体，運航主体，事故類型，事故要因，

飛行状態の５つの項目に着目して研究を行った。その

結果，気圧の変化によって負傷に影響を及ぼすことを

明らかにできた。今後の課題としては，気圧について航

空事故統計データより算出し，説明変数としてモデル

に適合させ，重大事故につながるか検討を行う必要が

ある。また，その他にも航空事故に影響を及ぼす要因を

探り，より厳密な重大事故のリスク要因を特定する必

要がある。 
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項目 説明変数 推定値 t値

大型機 0.339 1.143

小型機

ヘリコプター 0.023 0.14

滑空機 0.167 0.964

超軽量動力機 0.363 2.029 **

ジャイロプレーン 1.193 2.502 **

①定期便を就航する本邦航空運送事業者 0.054 0.218

①以外の航空運送事業者及び航空機使用事業者 0.117 0.562

国・地方自治体 0.039 0.136

個人 -0.02 -0.116

不明

機体動揺 0.932 3.007 ***

機体損傷

火災 1.138 2.688 ***

墜落 2.078 13.12 ***

機体損壊 0.321 1.22

衝突 1.681 8.224 ***

接触 0.872 3.617 ***

その他 1.853 6.895 ***

人的要因 4.003 0.122

環境要因 4.147 0.126

不明 4.937 0.15

バードストライク

その他 4.161 0.122

離陸時 -0.016 -0.095

着陸時

飛行中 0.637 4.51 ***

閾値(θ2) 5.104 0.159

閾値(θ3) 5.543 0.173

閾値(θ4) 6.81 0.212

サンプル数 566

初期対数尤度 -732.371

最終対数尤度 -517.608

尤度比 0.29

***有意水準1%　**有意水準5%　*有意水準10%

事故要因

飛行状態

機体

運行主体

事故類型


